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小林町長

老人会と
協議したい

敬老会の対象年齢を
� 引き下げれば

◦９月２日　マンダリンオリエンタルホテル瀬戸内－
直島新築工事の地鎮祭に参列しました。

◦９月14日　令和７年度香川県消防操法大会に第１分
団が小型ポンプの部に出場し、これに同行しました。

◦10月２日　敬老会を総合福祉センターで開催しまし
た。

◦10月２日　秋篠宮皇嗣妃殿下並びに佳子内親王殿下
が瀬戸内国際芸術祭2025御臨席のため来島され、お
出迎え及びお見送りをしました。

◦10月25日　「なおしま環境フェスタ2025」が海の駅
「なおしま」のかぼちゃ広場で開催され、約900人の
来場者がありました。

◦11月６日　第42回直島中学校１日議会体験学習が開
催され、中学３年生から19件の一般質問がありまし
た。

◦11月６日　県道北風戸積浦線電線共同溝事業（無電
柱化推進事業）に係る地元説明会に出席しました。

◦11月９日　瀬戸内国際芸術祭2025の秋会期クロージ
ングイベント「お見送り」を海の駅「なおしま」で
開催しました。

◦11月12日　三菱マテリアル直島製錬所の清谷所長他
が操業状況等の報告のため来庁されました。

（主なもの）
対
象
年
齢
の
検
討
を

Q
（
浜
口
）
今
年
の
敬

老
会
の
出
席
者
は
、

１
３
１
名
で
あ
り
、
客
席
に

余
裕
が
あ
っ
た
。
現
在
77
歳

以
上
の
対
象
年
齢
を
下
げ
る

検
討
を
し
た
ら
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
担
当
課
、

老
人
会
と
協
議
し
た

い
。 主

な
質
疑

町
長
報
告

場
か
ら
本
村
港
ま
で
の
道
路

も
必
要
だ
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
現
在
予
定

さ
れ
て
い
る
所
は
県

道
で
、
県
と
中
国
電
力
の
事

業
。
質
問
の
道
路
は
町
道
な

の
で
、
町
の
予
算
で
や
る
の

は
厳
し
い
と
思
う
。

Q
（
山
上
）
工
事
の
完

成
見
込
み
は
。

A
（
町
長
）
工
事
は
令

和
10
年
度
か
ら
の
予

定
だ
が
、
完
成
時
期
は
未
定

で
あ
る
。

Q
（
浜
口
）
地
元
説
明

会
で
は
ど
の
よ
う
な

意
見
が
で
た
の
か
。

A
（
町
長
）
電
柱
撤
去

後
の
街
灯
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
反
対

の
意
見
は
な
か
っ
た
。

斉
土
の
坂
拡
幅
は

Q
（
松
島
）
道
幅
が
狭

く
、見
通
し
が
悪
い
斉

土
の
坂
、拡
幅
の
見
通
し
は
。

A
（
町
長
）
地
権
者
に

話
を
し
た
が
、
売
ら

な
い
と
の
返
事
だ
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の

�

操
業
状
況
等

Q
（
浜
口
）
直
島
製
錬

所
の
増
産
工
事
等
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
も
報
告
を
お
願
い
し
た
い
。

A
（
町
長
）
議
長
と
連

名
で
依
頼
す
る
。

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
２
５

Q
（
中
根
）
直
島
へ
の

移
住
希
望
の
相
談
は

あ
っ
た
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
こ

の
事
業
は
町
の
Ｐ
Ｒ

と
特
産
品
の
紹
介
販
売
が
主

で
あ
り
、
移
住
希
望
の
相
談

は
受
け
て
い
な
い
が
、
町
内

企
業
の
求
人
情
報
は
掲
示
し

た
。

無
電
柱
化
推
進
事
業

Q
（
西
岡
）
宮
ノ
浦
地

区
の
県
道
を
計
画
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
役

空席が目立った敬老会

無電柱化で広くなる
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津山教育長

町民の皆さんにも
ＰＲしたい

直島一周ごみ拾いツアー
�すばらしい取り組み

◦９月27日　中学校生徒会が実施する「直島
一周ごみ拾いツアー」が開催され、グルー
プと共にごみ拾いをしました。

◦10月24日　県指定外国語教育推進モデル校
事業として中学校で英語の授業が公開さ
れ、１年生がインドの小学校５年生と英語
でオンライン交流をしました。

◦11月３日・４日　教育文化祭が開催されま
した。

◦11月６日　中学校１日議会体験学習が開催
されました。

◦11月13日　部活動の地域展開準備会が中学
校で開催されました。

◦11月20日　県小・中学校教員配置制度を改
定する説明会が開催されました。

◦11月27日　讃岐地区教育長会並びに東部教
育長会が開催されました。

◦11月29日　 小・ 中 学 校 に よ る「Meet the 
World」が小学校及び家プロジェクト、ベ
ネッセハウスで開催されました。

（主なもの）
直
島
一
周
ご
み
拾
い
ツ
ア
ー
に

�

町
民
の
皆
さ
ん
も

Q
（
西
岡
）
中
学
生
の

ご
み
拾
い
ツ
ア
ー
は

主
な
質
疑

教
育
長
報
告

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
が
。

A
（
教
育
長
）
中
学
生

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
動
し
て
お
り
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
方
も
毎
年
参
加

し
て
い
る
。
直
島
の
美
し
い

環
境
を
守
る
た
め
の
こ
う
い

う
取
り
組
み
は
、
大
変
す
ば

ら
し
い
と
思
う
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

イ
ン
ド
の
小
学
生
と

�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流

Q
（
西
岡
）
英
語
の
公

開
授
業
で
、
中
学
１

年
生
と
イ
ン
ド
の
小
学
５
年

生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
直
島
の

子
ど
も
た
ち
は
活
発
に
交
流

で
き
て
い
た
か
。

A
（
教
育
長
）
指
定
外

国
語
教
育
推
進
モ
デ

ル
校
は
、
直
島
中
学
校
の
他

に
１
校
が
指
定
を
受
け
て
い

る
。

　

他
校
の
中
学
生
に
比
べ
直

島
の
生
徒
は
、
相
手
の
言
う

こ
と
を
よ
く
理
解
で
き
た
う

え
で
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ

と
が
言
え
て
い
た
の
で
、
本

当
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流

が
で
き
て
い
た
と
の
県
教
委

の
評
価
だ
っ
た
。

部
活
動
地
域
展
開
の
状
況
は

Q
（
中
根
）
直
島
の
部

活
動
の
地
域
展
開
は
、

ど
ん
な
状
況
か
。

A
（
教
育
長
）
剣
道
部

と
柔
道
部
は
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
委
託
し
て
い
る

の
で
、
休
日
平
日
と
も
完
全

に
地
域
展
開
が
で
き
て
い
る
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
４
月

か
ら
学
校
外
活
動
を
開
き
、

夏
以
降
は
地
域
展
開
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

教
員
の
配
置
数
の
状
況
は

Q
（
中
根
）
教
員
の
配

置
制
度
の
改
定
で
、

当
町
の
教
員
配
置
は
ど
う
な

る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
教
員
の

配
置
は
、
基
本
的
に

は
学
級
数
に
基
づ
い
て
決
ま

る
。

　

香
川
県
の
場
合
、
通
常
の

学
級
と
特
別
支
援
学
級
を
足

し
た
数
で
決
ま
っ
て
い
た
。

最
近
は
年
々
特
別
支
援
学
級

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
当

町
で
は
、
子
ど
も
の
数
が
少

な
い
の
で
影
響
は
全
く
な
い
。

直
島
に
対
す
る
感
想
は

Q
（
松
島
）「
Ｍ
ｅ
ｅ

ｔ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｗ
ｏ

ｒ
ｌ
ｄ
」
に
参
加
し
た
18
人

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
直
島
に
対
す
る

感
想
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A
（
教
育
長
）
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
様
子
を
見
て
い
る

と
、
と
て
も
和
や
か
で
子
ど

も
た
ち
に
も
あ
た
た
か
く
接

し
て
お
り
、
気
持
ち
よ
く
活

動
し
て
い
た
。家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
で
は
直
島
の
魅
力
を

大
変
楽
し
ん
で
い
た
と
思
う
。

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
環
境
へ
の
習

慣
は
身
に
付
く
と
思
う
。
い

つ
頃
か
ら
行
な
っ
て
い
る
の

か
。A

（
教
育
長
）
平
成
12

年
か
ら
実
施
し
て
い

る
。Q

（
浜
口
）
中
学
生
の

活
動
を
見
て
い
た
観

光
客
が
と
て
も
感
心
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
た
。

　

こ
の
活
動
は
ふ
れ
あ
い
通

信
で
も
放
送
し
て
い
る
が
、

町
民
の
参
加
が
ほ
ぼ
な
い
。

　

中
学
生
と
一
緒
に
活
動
し

中学生直島一周ごみ拾いツアー
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内容は質問者の責任に おいて作成しています

３人が登壇

問う
西岡 議員

中根 議員

〔
町
長
〕
改
善
を
検
討
す
る

〔
町
長
〕
現
地
を
確
認
し
検
討

次
期
瀬
戸
芸
の
安
全
対
策
を

落
石
防
止
対
策
を

　

春
・
夏
・
秋
と
過
去
最
多

の
来
島
者
が
当
町
を
訪
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
瀬

戸
芸
を
大
変
う
れ
し
く
思

う
。
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に

対
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

一
方
で
、
来
島
者
の
増
加

に
伴
い
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
・

自
転
車
の
並
走
や
な
が
ら
運

転
等
、
マ
ナ
ー
・
交
通
違
反

行
為
が
顕
在
化
。
改
善
を
求

め
る
町
民
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

次
期
瀬
戸
芸
に
向
け
、
３

点
質
問
す
る
。

　

県
道
北
風
戸
積
浦
線
の
幼

児
学
園
横
か
ら
宮
ノ
浦
池
横

ま
で
の
山
側
斜
面
が
風
化
の

た
め
に
岩
肌
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
お
り
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
石
が
落
ち
て
き
て
い
る
。

道
路
ま
で
落
ち
て
く
れ
ば
、

自
転
車
・
バ
イ
ク
な
ど
が
踏

ん
で
転
倒
し
、
大
け
が
の
恐

れ
も
あ
り
大
変
危
険
だ
。
ま

た
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
大
災

害
も
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。

落
石
を
防
止
で
き
る
し
っ
か

り
と
し
た
対
策
を
望
む
。

A
（
町
長
）
落
石
対
策

に
は
一
般
的
に
、
発

生
を
防
止
す
る
た
め
に
行
な

う
予
防
対
策
・
発
生
し
た
落

石
を
待
ち
受
け
て
そ
の
動
き

を
止
め
る
対
策
・
通
行
車
両

等
に
落
石
が
当
た
ら
な
い
よ

う
に
誘
導
す
る
防
護
対
策
に

①
県
実
行
委
員
会
に
、
ガ
ー

ド
マ
ン
増
員
に
必
要
な
予
算

を
強
く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

②
県
警
北
署
に
、
交
通
指
導

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
の
実
施
を

お
願
い
し
て
ほ
し
い
。

③
宮
浦
港
周
辺
の
混
雑
対
策

に
つ
い
て
、
複
合
施
設
も
建

設
さ
れ
、
さ
ら
な
る
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
。
安
全
確
保
の

た
め
に
、
横
断
歩
道
の
設
置

は
有
効
だ
。

　

３
年
後
、
小
林
町
長
で
あ

る
な
ら
、
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
安
全
対
策
を
ど
う
推

進
す
る
か
。

A
（
町
長
）
今
回
の
瀬

戸
芸
は
、
来
島
者
が

過
去
最
高
を
記
録
、
フ
ェ

リ
ー
の
積
み
残
し
や
バ
ス
の

混
雑
等
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
状
態
だ
っ
た
。

　

今
回
の
課
題
を
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
以
下
の
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。

　

ガ
ー
ド
マ
ン
増
員
と
指
導

パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

県
・
警
察
・
ベ
ネ
ッ
セ
・
四

分
け
ら
れ
る
。

質
問
の
箇
所

の
対
策
に
つ

い
て
は
、
の

り
面
の
高
さ

や
石
の
大
き

さ
、
土
地
の
所
有
者
な
ど
現

状
を
把
握
し
た
う
え
で
、
適

切
な
対
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
対
策
の
方
法
や
範

囲
に
よ
っ
て
は
大
規
模
な
工

事
と
な
り
、
直
ち
に
対
応
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
重
要
性

や
緊
急
性
に
つ
い
て
ま
ず
は
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
香
川
県

国
汽
船
等
の
関
係
者
と
早
い

段
階
か
ら
協
議
、
次
期
瀬
戸

芸
に
向
け
て
改
善
策
を
検
討

す
る
。

　

ま
た
、
宮
浦
港
周
辺
の
混

雑
対
策
に
つ
い
て
、
横
断
歩

道
設
置
は
大
変
重
要
だ
。
関

係
者
と
の
協
議
を
考
え
て
い

る
。

　
「
３
年
後
の
町
長
が
小
林

の
場
合
」
だ
が
、
来
年
４
月

に
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
複
合
施
設
建
設
・
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
増
産
計
画
・

マ
ン
ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
建
設
・
四
国
汽
船
・

宿
泊
税
等
、
諸
課
題
が
山
積

の
時
期
で
あ
り
、
３
期
目
を

目
指
す
決
意
を
し
て
い
る
。

（
中
根
）
現
状
と
し
て
す
で

に
落
石
は
始
ま
り
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
石
が
落
ち
て
か
な

り
危
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
担
当
課
も
県
の
担
当
と

一
緒
に
視
察
を
し
て
、
な
る

べ
く
早
い
対
応
を
望
む
。

早い対応を

過去最多の来島者

と
と
も
に
現
地

を
確
認
し
、
必

要
な
対
策
に
つ

い
て
検
討
し
て

い
く
。
町
と
し

て
も
、
町
道
も

あ
る
の
で
県
道

の
み
な
ら
ず
安

全
で
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も

道
路
の
維
持
管

理
に
努
め
る
。
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町政を
内容は質問者の責任に おいて作成しています

一 般 質 問

山上 議員

〔
町
長
〕
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を

　

６
回
目
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
も
大
盛
況
の
も
と
で
閉

幕
し
、
直
島
へ
の
来
場
者
は

前
回
の
２
倍
の
33
万
８
千
人

の
方
が
訪
れ
た
と
実
行
委
員

会
か
ら
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

瀬
戸
芸
期
間
中
は
実
行
委

員
会
や
、
町
の
予
算
で
交
通

誘
導
員
が
港
や
本
村
地
区
に

配
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

瀬
戸
芸
以
外
の
繁
忙
期
で
は

町
の
職
員
や
ベ
ネ
ッ
セ
の
関

係
者
で
対
応
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
期
間
は
あ
り
ま

せ
ん
。
常
設
の
作
品
の
多
い

直
島
で
は
新
美
術

館
の
完
成
も
あ

り
、
今
後
も
瀬
戸

芸
期
間
外
で
も
多

く
の
来
島
者
が
予

想
さ
れ
、
週
末
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
な
り
、
港

や
主
要
各
所
で
の

交
通
整
理
な
ど
に

瀬
戸
芸
並
み
の
対

策
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

多
く
の
町
民
は
、
港
や
道

路
で
の
状
況
や
時
に
は
居
住

空
間
へ
の
侵
入
や
写
真
撮
影

な
ど
に
辟
易
と
し
て
い
る
。

　

商
業
観
光
複
合
施
設
の
建

設
な
ど
で
町
財
政
が
厳
し
い

な
か
、
歳
出
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
行
な
う
こ

と
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
来

島
者
が
い
る
今
、観
光
税（
入

島
税
）
な
ど
新
た
な
財
源
の

確
保
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討

す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
入
島
税
に

つ
い
て
は
、
以
前
に

答
弁
し
た
よ
う
に
観
光
動
向

へ
の
影
響
、住
民
、事
業
者
、

来
島
者
と
の
利
便
性
や
公
平

性
に
加
え
、
直
島
独
自
の
地

域
性
か
ら
慎
重
に
期
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
香
川
県
や
小

豆
２
町
な
ど
が
宿
泊
税
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

が
、
仮
に
県
が
宿
泊
税
を
市

町
に
交
付
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
本
町
も
宿
泊
税
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

Q
（
山
上
）
瀬
戸
芸
期

間
外
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
つ
い
て

の
答
弁
が
な
い
が
。

A
（
町
長
）ベ
ネ
ッ
セ
・

福
武
財
団
・
四
国
汽

船
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
と
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

Q
（
山
上
）
こ
う
い
っ

た
状
況
か
ら
体
調
を

崩
し
、
通
院
し
て
い
る
町
民

も
い
る
。

　

町
と
し
て
そ
う
い
っ
た
声

に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
予
算
を
計
上
し
、

警
備
会
社
に
委
託
す
る
な
ど

考
え
る
べ
き
だ
。

A
（
町
長
）
ガ
ー
ド
マ

ン
を
雇
う
に
し
て
も

ず
っ
と
は
無
理
だ
し
、
ど
こ

が
雇
う
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
の
で
、
協
議
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

Q
（
山
上
）
次
に
入
島

税
の
導

入
に
つ
い
て
以

前
町
長
は
、
今

は
検
討
す
る
時

期
で
は
な
い
と

の
答
弁
だ
っ
た
。

　

し
か
し
現
在
、

状
況
も
変
わ
っ

て
お
り
、ま
た
、

直
島
の
場
合
、

日
帰
り
の
観
光

客
が
圧
倒
的
に

多
く
、
宿
泊
税

よ
り
入
島
税
の
導
入
が
効
果

的
と
考
え
る
が
。

A
（
町
長
）
税
の
公
平

性
の
観
点
な
ど
か
ら

入
島
税
は
無
理
だ
と
考
え
て

い
る
。

（
山
上
）
検
討
せ
ず
に
無
理

だ
と
い
う
答
弁
は
大
変
残
念

だ
。

　

町
財
政
厳
し
い
な
か
、
町

民
が
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
大
変
困
っ
て
い
る
の
で
、

新
た
な
財
源
を
こ
の
対
策
に

役
立
て
れ
ば
と
思
い
質
問
し

た
。

　

議
会
と
し
て
、
入
島
税
に

つ
い
て
は
今
後
も
訴
え
て
い

き
た
い
。

趣　
　

旨

　

消
防
庁
が
取
り
ま
と
め
た

大
船
渡
市
林
野
火
災
を
踏
ま

え
た
、
消
防
防
災
対
策
の
報

告
書
に
お
い
て
、
林
野
火
災

の
注
意
報
や
警
報
の
的
確
な

発
令
等
に
よ
っ
て
、
林
野
火

災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一

部
改
正
を
す
る
も
の
。

主
な
改
正
点

・�

町
長
は
、
気
象
の
状
況
に

よ
り
、
火
災
予
防
上
注
意

を
要
す
る
と
認
め
る
と
き

は
、
林
野
火
災
に
関
す
る

注
意
報
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・�

町
長
は
、
火
災
予
防
を
目

的
と
し
て
火
災
に
関
す
る

警
報
を
発
し
た
と
き
は
、

火
災
の
発
生
の
危
険
性
を

勘
案
し
て
、
火
の
使
用
の

制
限
の
対
象
と
な
る
区
域

を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 条

例
改
正

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

大型バスでいっぱい

臨時便へ移動中
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中学校１日議会
� 体験学習開催

〔
総
務
課
〕

　

10
月
24
日

幼
小
中
合
同
避
難
訓
練

　

11
月
６
日

中
学
校
１
日
議
会
体
験
学
習

　

12
月
27
日
〜
30
日

消
防
団
年
末
警
戒

　

１
月
11
日

消
防
団
出
初
式

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

　

11
月
８
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
金
管
五
重
奏
演
奏
会

〔
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
〕

ふ
る
さ
と
納
税

　

10
月
末
現
在　

２
５
７
件

�

２
３
８
４
万
４
千
円

〔
診
療
所
〕

令
和
７
年
度
診
療
状
況

�

10
月
末

入
院
患
者
数　
　
　

55
人

�

（
前
年
度　

２
９
２
人
）

外
来
患
者
数
６
０
５
２
人

（
前
年
度　

６
６
６
９
人
）

時
間
外
救
急
患
者
数

�

１
２
５
人　

�

（
前
年
度　

１
４
５
人
）

Q
（
山
下
）
風
邪
気
味

で
熱
が
な
い
の
で
受

付
に
行
く
と
注
意
を
受
け
た
。

A
（
事
務
長
）
風
邪
症

状
の
疑
い
の
時
は
来

る
前
に
連
絡
し
、
発
熱
外
来

　

�

９
月
20
日
・
10
月
４
日
・

11
月
16
日

東
京
と
大
阪
で
移
住
フ
ェ
ア

Q
（
中
根
）
東
京
と
大

阪
で
移
住
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
い
る
が
、
内
容
と

参
加
人
数
は
。

A
（
課
長
）
現
在
の
町

の
状
況
や
企
業
の
人

材
募
集
と
か
を
説
明
し
た
。

参
加
人
数
は
３
ヶ
所
合
計

で
、
約
50
人
ほ
ど
が
相

談
に
来
た
。

〔
税
務
課
〕

Q
（
小
野
）
原
付

バ
イ
ク
が
50
㏄

か
ら
１
２
５
㏄
に
な
る

が
税
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
（
課
長
）
新
規
格
で

１
２
５
cc
に
な
っ
て

も
50
㏄
の
原
付
バ
イ
ク
と
同

じ
だ
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

も
変
わ
ら
な
い
。

〔
教
育
委
員
会
〕

　

卒
業
式
・
卒
園
式
の
日
程

中
学
校　
　

３
月
13
日

小
学
校　
　

３
月
16
日

幼
児
学
園　

３
月
17
日

へ
移
す
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

住
基
人
口

　

令
和
７
年
10
月
末

�

２
８
８
４
人　

（
令
和
７
年
７
月
末

�

２
８
８
８
人
）

社
会
福
祉
協
議
会
事
業

�

10
月
末

サ
ロ
ン
事
業
売
上
金
額

�

３
５
６
９
千
円

�

１
日
平
均
１
９
３
９
９
円

キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
利
用
者
数

�

２
８
９
２
人

�

１
日
平
均
15
・
８
人

〔
健
康
推
進
室
〕

幼
児
食
セ
ミ
ナ
ー

　

10
月
５
日

　

参
加
者　

４
組
10
人

〔
環
境
水
道
課
〕

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会

�

10
月
末

　

９
月
18
・
19
日

　

フ
リ
ー
ジ
ア
球
根
配
布

�

４
４
７
袋

　

10
月
25
日

「
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

　

来
場
者
数

�

延
べ
約
９
０
０
人

　

エ
コ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

�

１
８
６
人
参
加

〔
建
設
経
済
課
〕

キ
ジ
ハ
タ
稚
魚
４
千
匹
放
流

　

９
月
26
日

　

参
加
園
児�

21
人

つ
り
公
園　

10
月
末

　

営
業
日
数　
　

１
５
３
日

　

入
園
者
数　

１
４
４
７
人

鳥
獣
捕
獲
数　

10
月
末

　

カ
ワ
ウ　
　
　

22
羽

　

タ
ヌ
キ　
　
　

18
匹

　

カ
ラ
ス　
　
　

６
羽

　

イ
ノ
シ
シ　
　

15
頭

　

ヌ
ー
ト
リ
ア　

２
匹

　

入
学
式
・
入
園
式
の
日
程

中
学
校　
　

４
月
８
日

小
学
校　
　

４
月
９
日

幼
児
学
園　

４
月
10
日

二
十
歳
の
つ
ど
い

　

１
月
10
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
劇
場
で
開
催

Q
（
山
上
）
新
年
度
よ

り
「
子
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
が
全
国
で
運
用

さ
れ
る
が
、町
で
は
ど
の
よ
う

な
運
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
正
式
名

称
は
「
乳
児
等
通
園

支
援
制
度
」
と
言
い
、
来
年

度
４
月
よ
り
全
国
全
て
の
市

今年は
� 園児も参加

町
村
で
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
本
町
で
は
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
沿
っ

て
、
８
年
度
よ
り
幼
児
学
園

に
お
い
て
利
用
定
員
２
人
を

見
込
ん
で
実
施
す
る
。

大きくなってね 金管五重奏演奏会

移住フェア

　11月17・18日の両日、合同常任委員会を開催
し、各課からの報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

総 

務
・
文 

教

経 

済
・
民 

生

中根 委員長山下 委員長
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は
厳
し
く
処
置
さ
れ
、
今
後

事
故
等
起
こ
す
と
運
航
停
止

も
あ
る
と
、
通
達
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

安
全
の
た
め
に
は
、
た
と

え
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
も
定
員

と
な
れ
ば
止
め
な
い
と
い
け

な
い
。

　

運
賃
改
定
は
、
11
月
27
日

に
運
輸
局
へ
、
４
ｍ
か
ら
６

ｍ
の
車
輌
に
つ
い
て
値
上
げ

申
請
し
ま
す
。
人
の
運
賃
は

３
７
０
円
に
な
り
ま
す
。
た

だ
町
長
か
ら
『
住
民
割
は
確

保
し
て
く
れ
』
と
、
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
以
前

よ
り
は
割
引
率
を
上
げ
20
％

で
す
。
住
民
割
で
往
復
６
０

０
円
、
車
輌
は
４
ｍ
未
満
は

３
８
４
０
円
、
５
ｍ
未
満
が

４
９
２
０
円
と
割
引
率
を
上

げ
申
請
、ご
理
解
く
だ
さ
い
」

と
報
告
が
あ
り
、
意
見
交
換

に
入
っ
た
。

　

11
月
26
日
、
２
回
目
の

四
国
汽
船
か
ら
の
報
告
会

を
開
催
。
四
国
汽
船
か
ら

田
邉
専
務
、
清
板
宮
ノ
浦

支
店
長
。
執
行
部

か
ら
は
町
長
、
副

町
長
、
担
当
課
長

の
出
席
を
い
た
だ

い
た
。

　

は
じ
め
に
田
邉

専
務
よ
り
「
前
回

出
席
し
た
後
、
会

社
と
し
て
も
社
内

改
革
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

船
員
に
関
し
て

は
、
入
社
は
す
る

が
す
ぐ
に
辞
め

る
。
労
働
密
度
が

高
す
ぎ
て
定
着
で

き
な
い
状
況
で
す
。

　

安
全
運
航
に
関

し
て
、
４
月
に
岸

壁
の
接
触
事
故
が
あ
り
、

さ
ら
に
８
月
に
高
速
艇
で

定
員
超
過
が
発
生
し
ま
し

た
。
海
上
輸
送
に
お
い
て

町
民
の
生
活
航
路
と
し
て
の
自
覚
を

　

西
岡
委
員
「
実
質
、
値
上

げ
は
い
つ
か
ら
か
」

　

専
務
「
２
月
１
日
か
ら
で

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

　

山
上
委
員
「
前
回
、
運
賃

改
定
を
国
へ
申
請
す
る
も
宇

野
便
は
認
め
て
く
れ
ず
協
議

中
で
、
決
ま
れ
ば
相
談
す
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、町
長
・

ベ
ネ
ッ
セ
・
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
へ
は
相
談
し
て
い
た
。

我
々
議
会
は
町
民
の
代
表
、

一
言
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
。
も
う
少
し
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
」

　

専
務
「
大
変
失
礼

い
た
し
ま
し
た
」

　

井
下
委
員「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い

て
、
住
民
と
一
般
客

と
を
ど
う
い
っ
た
形

で
分
け
る
の
か
」

　

専
務
「
券
売
機
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対

応
に
し
、
住
民
専
用
ボ
タ
ン

を
付
け
現
金
で
も
利
用
可
能

に
す
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
交

通
系
カ
ー
ド
も
利
用
で
き
る
。

　

中
根
委
員
長
「
現
在
の
回

数
券
は
２
月
１
日
か
ら
使
用

で
き
な
く
な
る
の
か
」

　

支
店
長
「
２
カ
月
の
有
効

期
間
が
あ
る
の
で
、
１
月
31

日
に
買
え
ば
２
カ
月
間
有
効

だ
」

　

浜
口
委
員
「
小
型
船
の

四国汽船と意見交換（総務・文教常任委員会）

レ
ッ
ド
バ
ー
ド
の
活
用
は
」

　

専
務
「
現
在
、
三
重
県

に
貸
し
出
し
て
い
る
。
走

ら
そ
う
に
も
船
員
が
い
な

い
」

　

中
根
委
員
長
「
前
回
、

高
松
航
路
は
赤
字
で
、
宇

野
航
路
は
黒
字
だ
か
ら
運

賃
改
定
は
で
き
な
い
と
の

説
明
だ
っ
た
が
、
今
回
は

認
可
が
下
り
た
。
宇
野
航

路
も
赤
字
と
い
う
こ
と
か
」

　

専
務
「
宇
野
・
高
松
、

分
け
て
み
る
と
確
か
に
宇

野
航
路
は
利
益
が
出
て
い

る
。
し
か
し
会
社
と
し
て

は
赤
字
な
の
で
、
今
回
の

値
上
げ
に
な
っ
た
」

　

中
根
委
員
長
「
四
国
汽

船
に
関
し
て
は
、
町
民
の

生
活
航
路
と
し
て
の
自
覚

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
」

と
結
ん
で
会
を
終
了
し
た
。

�

（
中
根　

記
）

一

般

会

計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
３
５
７
５
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
35
億

６
１
０
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
地
方
交
付
税

�

７
７
１
万
円
追
加

◦
前
年
度
繰
越
金

�

２
８
０
４
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
工
事
請
負
費

•�

庁
舎
発
電
機
等
更
新

�

３
５
７
５
万
円
追
加

特

別

会

計

（
介
護
保
険
事
業
）

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金

•�

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

費�

１
７
４
万
円
追
加

•�

前
年
度
繰
越
金

�

１
７
９
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
委
託
料

•�

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務�

３
５
３
万
円
追
加

令
和
７
年
度 

補
正
予
算

四国汽船と協議
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四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
か
ら
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

に
対
し
、
松
島
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
で
表
彰

松島 議員

表
　
彰

　

10
月
16
〜
17
日
の
２
日
間
、

「
第
11
回
全
国
コ
ン
パ
ク
ト

タ
ウ
ン
議
会
サ
ミ
ッ
ト
in
北

島
」
に
参
加
す
る
た
め
、
徳

島
県
北
島
町
に
議
員
全
員
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
町
含
め
他
府
県
か
ら
、

14
の
町
村
議
会
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
は
じ
め
に

講
師
の
中
村
健
氏
か
ら
「
人

口
減
少
＆
Ａ
Ｉ
時
代
の
地
方

議
会
の
役
割
」
と
題
し
て
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。

○�

公
共
交
通
が
縮
小
し
て
い

る
○
空
き
家
が
増
え
て
い
る

○�

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

増
え
て
い
る

○�

消
防
団
員
・
民
生
委
員
な

ど
の
な
り
手
不
足

○�

自
治
会
役
員
の
な
り
手
不

足
な
ど
、
地
域
の
問
題
を
議
会

は
住
民
と
意
見
交
換
の
場
を

も
っ
て
、
住
民
主
体
で
課
題

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
住

民
自
治
の
成
熟
に
つ
な
が
る

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

分
科
会

　

次
に
、
各
町
が
３
分
科
会

に
分
か
れ
、
３
つ
の
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し

た
。

　

第
１
分
科
会

「
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
」

　

参
加
町
は
当
町
以
外
全
て

陸
上
の
公
共
交
通
に
対
す
る

セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
月
倫
子

氏
に
よ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
の
防
災
～
北
島
町
の
場

合
～
」
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
ま
し
た
。

　

起
き
て
し
ま
っ
た
ら
…

○�

と
に
か
く
逃
げ
る
（
意
図

し
な
い
場
所
が
避
難
所
に

な
る
可
能
性
が
あ
る

○�

大
災
害
の
対
応
は
、
み
ん

な
経
験
値
が
少
な
い
の
で

応
援
が
不
可
欠

○�

県
や
近
隣
の
町
と
の
連
携

や
団
体
・
企
業
と
の
協
定

を
確
立
し
「
助
け
て
」
と

言
え
る
体
制
を
作
る

○�

災
害
対
応
は
町
職
員
に
し

か
で
き
な
い
（
避
難
指
示

の
判
断
→
そ
れ
を
放
送
→

被
害
状
況
を
調
べ
、
避
難

所
開
設
）
の
で
、
町
職
員

を
守
る
こ
と
が
町
民
を
守

る
こ
と
に
直
結
す
る

○�

最
終
目
標
は
町
の
存
続
、

元
の
生
活
に
い
ち
早
く
戻

す
こ
と

　

講
師
の
体
験
に
基
づ
い
た

話
は
大
変
わ
か
り
や
す
く
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
で
震
度
７
の
地
震
体

験
や
風
速
30
メ
ー
ト
ル
の

風
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
知

識
や
体
験
は
、
い
ざ
と
い

う
時
必
ず
役
に
立
つ
の
で
、

忘
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

記
し
て
結
び
と
い
た
し
ま

す
。

�

山
下　

記

研修記

北島町議会議長があいさつ

熱く語る中村健氏

各分科会　熱心に意見交換

た
が
、
人
口
３
千
人
の
３
日

分
の
食
糧
を
備
蓄
し
て
い
る

の
は
当
町
だ
け
で
し
た
。

　

第
３
分
科
会

「
人
口
動
態
か
ら
の
子
育
て

支
援
」

　

放
課
後
の
子
ど
も
預
か
り

や
出
産
祝
金
、
給
食
費
や
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な

ど
、
ど
こ
も
似
通
っ
た
施
策

内
容
で
し
た
。

　

災
害
に
対
す
る
備
え

　

２
日
目
、
徳
島
県
立
防
災

住
民
と

意
見
交
換
の
場
を
持
っ
て

問
題
定
義
で
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
の
現
状
と
課

題
を
報
告
。
当
町

は
フ
ェ
リ
ー
・
小

型
船
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

第
２
分
科
会

「
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
」

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
整
備
や
避
難

所
の
特
定
な
ど
は

ど
こ
も
同
じ
で
し
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中 学 校 １ 日 議 会 体 験 記第42回

　私は、今回の議会体験を通して、議会の進行の仕方や雰囲気についてよく分かりまし

た。また、中学生が今の直島に対して考えていることを発言するとともに、町のことに

ついて深く考えることができました。直島の活性化についても調べることで自分が知ら

なかったことを知ることができました。他の人の発言を聞いて普段その観点について考

えなかったことも考える機会ができました。私たちが充実した生活をするために、しっ

かりと自分たちで調べることの大切さや、生活に関わるさまざまなことを、多くの人が

意見を出し合って成り立っているということも実感することできました。

　１日議会体験学習では、中学生の考えてきた質問を誠心誠意受け止め、本当の町議会

のようにしてくださり、とても貴重な時間を過ごすことができました。私の議案では、

県道256号線の自転車道の幅が広げられないが、自転車に乗っている方が安全に走行で

きるように道の修復について県と協議をしてくださっていると知り、安心しました。ま

た、現場の状況に合わせて、自転車にタグホルダーをつけたり、レンタサイクル事業者

の方々と連携したりしているということも知れてよかったです。本当に貴重な体験をあ

りがとうございました。

　１日議会体験学習を通して、私は、日頃から議員の方々は直島町のために改善すると
ころを考えて、直島町執行部が丁寧に回答して、よりよい町づくりを行っていることが
改めてわかりました。
　また、私たちの意見に対して対策も含めて、丁寧に回答してくださり、とても理解が
しやすかったです。直島の景観のことまで考えて述べていたので、すごいと思いました。
自分の番がくるときは、手をまっすぐに「はい。議長」と聞こえるように言うことがで
きました。
　最後に１日議会体験学習という貴重な体験を開催してくださり本当にありがとうござ
いました。この体験で学んだことや大きな声で返事をするということをこれからの生活
に活かしたいと思います。

坂
さか

口
ぐち

 羽
う

海
み

 さん

菊
きく ち

地 礼
らい と

人 さん

大
おお

塚
つか

 由
ゆ

珠
ず

葉
は

 さん

県道256号線の自転車道について

歩行者の反射材用品の着用について

町の地域活性化について

　11月６日、中学３年生による
１日議会が開催され、19の質問
で町政を問いました。
　再質問もあり、有意義な議会体
験になったと思います。
　皆さんに感想文を書いていた
だきましたが、紙面の都合上９人
の生徒の感想文を紹介します。 生徒代表あいさつ

塩入 大聖 さん
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　私は、この１日議会体験学習を通して、町への安心感が強まりました。一つ一つの案
にたくさんの人がより良い方法は何かと考えており、あたりまえのことのように思って
いましたが、改めてすごいと思いました。また、「議会」という言葉からとても堅苦し
いイメージを持ち、とても緊張していました。しかし、町長をはじめ、町執行部の方々
が優しく迎えてくださったおかげで、堂々と自分の意見を伝えることができました。
　今後、もし、直島での暮らしに疑問や提案が浮かんだときは、町役場の方々に伝えて
みたいとも思いました。そして、いつかは、私自身が議員になって、直島をよりよい町
にできるように頑張りたいと思います。

　今回の議会体験学習では、実際に自分たちで議員席に座ったり、討論の流れを体験し

たりして、見学だけでは分からなかった議会の仕組みを深く理解することができました。

私は議員になりきってみて、意見をまとめる難しさや、相手の話をしっかり聴くことの

大切さをとても実感しました。議会の雰囲気は緊張感があり、発言するだけで勇気が必

要だと感じました。この体験を通して、地域のことを考える人たちの責任の重さを知り、

政治が少し身近に感じられるようになりました。普段から地域のことについて考えたり、

勇気を出して発言したりしながら、今後の生活に活かしていきたいです。

　中学生の視点から直島に今何が必要なのかを考えながら、防災や交通など身近な話題
について質問させていただきました。さまざまな意見を伺う中で、一つの問題にも多様
な立場や考え方があり、メリットとデメリットの両面を踏まえて判断することの難しさ
を学びました。特に、直島は観光地として多くの方が訪れる地域でありながら、住民の
暮らしを守るという責任もあります。その両立の重要性と調和の難しさを改めて実感し
ました。また、議長職の体験では、議長や事務局長からの丁寧なご指導をいただき、会
議を円滑に進められるよう努めました。堂々と議長の職務を果たすことができてよかっ
たです。今回の議会体験学習を通して、町を支える方々の努力を知り、地域の一員とし
て自分の考えを持つことの大切さを強く感じました。これからも直島の一員としてでき
ることを考え、積極的に行動していきたいです。
　ほんとうに貴重な体験をさせていただきありがとうございました。

塩
しお

入
いり

 大
だい

聖
せい

 さん

瀧
たき

本
もと

 夏
なつ み

海 さん

爲
ため

平
ひら

 彩
あや の

乃 さん

町の医療体制について

道路の案内板設置について

観光客の自転車の乗り方について

爲平 議長
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　私は、この体験を通して、町執行部の方々や議員の方々が、普段、町民のことをどれ

だけ考えてくださっているか身をもって感じることができました。私たちの意見に答え

てくださるときも前もってさまざまなことを調べて答えてくださっており、すごいなと

思いました。また、たくさんの意見がでても、なんでもかんでも実施するのはとても難

しいことなんだなと思いました。私も町のために直島一周ゴミ拾いツアーやお祭りへの

参加など、小さなことでもできることからやっていきたいです。

　この学習を通して、話し合いの大切さを学びました。直島で改善してもらいたいこと
を、町長をはじめ、町執行部の方々の前で発言することはとても緊張しました。私の質
問に対して、直島が過去に行なってきたことや現状、課題を踏まえて、どうしていくか
を話してくださったので、とても分かりやすかったです。私の質問は、街灯の設置につ
いてでしたが、電柱があるところにしか設置することができない、予算も考えなければ
ならないという回答で納得しました。他の人の意見を聞くことで、私にはなかった考え
方や視点に気づくことができました。
　これからは、直島のことにもっと関心を持ち、自分なりの意見を持てるようにしたい
です。

　町が今よりもよい町になるよう環境整備や医療体制、防災体制などについての町の意

見を聞くことができて、とても良い機会になりました。特に自然災害が発生した際の外

国人をはじめとする観光客への対応などを、どのように計画をされているのか、訓練の

実施状況について知ることができて良かったです。

　このほかにも、今後の明るい直島町のためにたくさんの町のご意見を聞かせていただ

くことができ、とても勉強になりました。私は１日議会体験学習を通して、自分たちが

できることはやっていこうと思いました。

原
はら

口
ぐち

 七
な

瑠
る

 さん

鳴
なる せ

瀨 さくら さん

中
なか ね

根 六
ろっ か

花 さん

町の防災体制について

夏祭りがなくなったことについて

町内の街灯の設置について

井野川 議長



議会だより　なおしま No.214議会だより　なおしま No.214 12
古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
直
島
、
さ
す
が

ア
ー
ト
の
聖
地
「
世
界
の
直

島
」過
去
最
高
の
入
り
込
み
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
日
日

新
」「
技
術
無
限
」
と
三
菱

直
島
を
世
界
一
に
。
ま
た
、

瀬
戸
内
の
自
然
の
中
に
数
々

の
ア
ー
ト
・
美
術
館
建
築
。

そ
れ
ら
先
人
た
ち
の
英
知
と

発
想
と
周
囲
の
努
力
が
あ
れ

ば
こ
そ
。「
温
故
知
新
」我
々

も
手
を
こ
ま
ね
い
て
は
い
ら

れ
な
い
。
さ
あ
、
外
に
出
て

視
て
発
見
し
よ
う
。

　

井
の
中
の
蛙
で
は
「
持
続

可
能
な
世
界
の
直
島
」
は
な

い
。
ま
ず
今
年
は「
訪
問
税
」

先
進
地
の
宮
島
を
視
察
し
て

み
た
い
。

�

（
井
下　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
山
上　

英
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

A （
植
松
）
２
０
２
０
年
３

月
に
一
般
社
団
法
人
キ
ッ
ズ

ポ
ー
ト
が
発
足
し
、
同
年
６

月
に
な
お
し
ま
キ
ッ
ズ
ポ
ー

ト
が
開
室
し
ま
し
た
。

Q　

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
何

人
お
ら
れ
ま
す
か
。
お
名
前

は
。

A （
植
松
）
な
お
し
ま
キ
ッ

ズ
ポ
ー
ト
の
メ
イ
ン
ス
タ
ッ

フ
は
、山
本
里
美
、菊
地
瞳
、

久
保
瑛
子
、
杉
峰
歩
、
山
名

め
ぐ
み
、
大
岸
夏
子
、
私
の

７
人
で
す
。

Q　

キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
を
利
用

で
き
る
対
象
者
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

A （
植
松
）
こ
れ
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
ご
家
族
〜

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
居

場
所
で
す
が
、
小
学
生
以
上

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

Q　

利
用
時
間
は
何
時
か
ら

何
時
ま
で
で
す
か
。

A （
植
松
）
火
曜
か
ら
土
曜

は
９
時
30
分
〜
17
時
、
日
曜

は
９
時
30
分
〜
15
時
30
分
で

す
。

Q　

毎
日
多
く
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

大
変
な
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す

か
。

A （
植
松
）
私
も
愉
し
ん
で

仕
事
が
で
き
て
い
る
の
で
、

特
に
大
変
だ
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

逆
に
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
や
心
に
残
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
か
。

A （
植
松
）「
子

育
て
で
大
変
な

時
期
に
キ
ッ
ズ

ポ
ー
ト
が
あ
っ

た
か
ら
救
わ
れ

ま
し
た
」
と
利

用
者
の
方
に
言
っ
て

い
た
だ
け
た
時
は
、

と
て
も
う
れ
し
く
感

じ
、
ぐ
っ
と
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

Q　

利
用
さ
れ
る
方
や
父
兄

の
反
応
は
ど
う
で
す
か
。

A （
植
松
）
天
候
な
ど
に
左

右
さ
れ
ず
、
安
心
し
て
遊
べ

る
場
は
と
て
も
助
か
る
と

言
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
し
、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

Q　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

こ
う
し
た
い
、
こ
う
な
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
は
あ
り
ま

す
か
。

A （
植
松
）
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ず
、「
親
子
が
い
つ
で

も
安
心
し
て
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
る
居
場
所
」
で
あ
り

続
け
た
い
で
す
。

Q　

最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん

に
伝
え
た
い
こ
と
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

ど
う
ぞ
。

A （
全
員
）
キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト

を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
に
直
島
町
で
の

子
育
て
が
、
よ
り
愉
し
く
、

充
実
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
こ
れ
か
ら
も
創
意
工

夫
し
な
が
ら
キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト

を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね！

　

な
お
し
ま
キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト

の
皆
さ
ん
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町

内
の
子
ど
も
た
ち
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
も
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の

は
、福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
が
ん

ば
っ
り
ょ
る
、な
お
し
ま
キ
ッ

ズ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
で
す
。

Q　

植
松
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。ま
ず
は
じ
め
に
、

い
つ
発
足
し
ま
し
た
か
。

い
つ
で
も
安
心
し
て 

立
ち
寄
れ
る
居
場
所
で

なおしまキッズポート

植松清華 さん

後
列
右
か
ら

菊
地
さ
ん

植
松
さ
ん

山
名
さ
ん

杉
峰
さ
ん

前
列
右
か
ら

久
保
さ
ん

山
本
さ
ん


